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戸山｢

★表紙のことば

毎号必ずしも特集の内容と

表紋の写真は関連しないの
だが､今回の特射二出てく

る歴史をつむいだ船の中で

は数少ない現存･現役という

ことで､東海汽船の貨客船

｢かめりあ丸｣に登場願った｡

場所はおなじみの東京竹芝

桟橋｡対岸には同じく白い

船体の｢海鷹丸｣(左､東京海

洋大)と｢青雲丸｣(航海訓練

所)が青空の下に泊まってい
た｡

(掘影　編集部)
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